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「
中
間
施
設
」
に
つ
い
て
の
意
見
書

一
九
八
五
年
二
月
二
十
七
日
「
中
間
施
設
」
を
考
え
る
会

一
、
中
間
施
設
は
な
ぜ
必
要
か

最
近
「
中
間
施
設
」
を
め
ぐ
る
論
議
が
活
発
化
し

て
き
た
。
社
会
保
障
制
度
審
議
会
は
、
こ
の
一
月
、

今
後
の
老
人
福
祉
の
あ
り
方
と
し
て
、
現
在
の
病
院

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た

「
中
間
施
設
」
を
制
度
化
し
、
重
介
護
老
人
を
収
容

す
る
こ
と
、
な
ど
を
建
議
し
て
い
る
。
す
で
に
昨
年

六
月
、
同
審
議
会
は
、
「
老
人
福
祉
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
ー
我
が
国
に
お
け
る
中
間
施
設
の
是
非
を

中
心
と
し
て
ー
」
を
発
表
し
て
い
る
。
厚
生
省
も

六
十
年
度
予
算
で
「
中
間
施
設
検
討
費
」
を
要
求
し
、

す
で
に
省
内
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
、

四
月
に
は
「
中
間
施
設
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
る
見

込
み
だ
と
い
わ
れ
る
。

私
た
ち
「
中
間
施
設
を
考
え
る
会
」
と
い
う
さ
さ

や
か
な
民
間
の
勉
強
会
が
発
足
し
た
の
は
、
昨
年
七

月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
記
の
よ
う
な
行
政

側
の
動
き
と
は
別
に
、
身
近
な
一
人
の
患
者
の
痛
切

な
入
院
経
験
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
勉
強

会
の
提
案
者
で
あ
る
田
中
寿
美
子
氏
（
七
十
五
歳
・

前
参
議
院
議
員
）
は
、
八
四
年
二
月
、
慢
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
の
手
術
を
受
け
た
が
、
そ
こ
で
退
院
後
の
生

活
に
お
び
え
る
多
く
の
高
齢
者
に
出
会
っ
た
。
折
し

も
老
人
保
健
法
施
行
後
で
あ
り
、
高
齢
者
の
入
院
期

間
が
制
限
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
た
。

高
齢
者
は
、
急
性
期
の
措
置
が
終
わ
っ
て
も
、
回

復
が
遅
く
、
長
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要

と
す
る
。
入
院
時
に
は
行
き
届
い
た
施
設
（
温
水
ブ
ー

ル
、
機
能
訓
練
室
等
）
と
熟
練
し
た
O
T
、
P
T
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
婦
、
医
師
等
の
指
導
、

助
言
、
介
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
退
院
と

同
時
に
そ
れ
が
不
可
能
に
な
る
。
そ
れ
で
は
人
生
の

晩
年
の
可
能
性
を
不
当
に
閉
ざ
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
制
度
審
の
い
う
今
後
の
寝
た

き
り
老
人
等
の
推
計
は
、
老
人
医
療
、
福
祉
が
現
状

の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
適
切
な

予
防
医
学
と
リ
ハ
ビ
リ
対
策
が
確
立
し
て
い
れ
ば
、

寝
た
き
り
老
人
の
比
率
は
現
状
よ
り
引
下
げ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
は
ず
だ
。
私
た
ち
の
願
う
中
間
施
設

は
、
”
寝
た
き
り
に
近
い
人
の
収
容
施
設
”
で
は
な
く
、

”
寝
た
き
り
を
出
さ
な
い
た
め
の
利
用
施
設
”
と
し

て
、
老
年
の
自
立
に
向
け
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
病
院
と
自
宅
と
の
生
活
環
境
の
大
き
な

落
差
も
、
回
復
期
の
肢
体
不
自
由
を
伴
う
高
齢
者
に



と
っ
て
は
重
大
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
老
人
福
祉
は
、

住
宅
問
題
に
ほ
と
ん
ど
手
を
つ
け
な
い
ま
ま
今
日
を

迎
え
て
い
る
。
高
齢
者
に
対
す
る
住
宅
サ
ー
ビ
ス
の

遅
れ
が
、
こ
の
問
題
を
一
層
深
刻
に
し
て
い
る
。
老

人
福
祉
と
し
て
の
住
宅
の
研
究
と
整
備
が
根
本
的
に

求
め
ら
れ
る
が
、
現
状
の
対
応
策
と
し
て
は
、
自
宅

で
の
日
常
生
活
に
適
応
で
き
る
ま
で
、
自
立
し
や
す

く
介
護
を
受
け
や
す
い
設
備
を
持
つ
中
間
施
設
の
存

在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ゆ
る
や
か
な
医
療
と
看
護
・
介
護
を
受

け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
す

で
に
述
べ
た
が
、
回
復
期
あ
る
い
は
慢
性
化
し
た
症

状
を
持
つ
患
者
に
と
っ
て
、
自
立
に
向
か
い
つ
つ
あ

る
と
き
も
、
看
護
・
介
護
の
手
は
必
要
で
あ
る
。
こ

こ
で
必
要
な
の
は
、
医
療
よ
り
も
看
護
・
介
護
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

先
般
の
厚
生
行
政
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
に

お
け
る
老
人
世
帯
は
三
〇
〇
万
を
超
え
、
全
世
帯
数

の
一
割
に
迫
る
勢
い
で
あ
り
、
一
人
暮
し
老
人
も
一

〇
〇
万
を
超
え
た
。
一
人
暮
し
の
八
割
近
く
は
女
性

で
あ
り
、
夫
婦
の
場
合
も
、
妻
が
夫
の
介
護
に
あ
た

る
者
は
八
五
％
（
逆
は
一
五
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
諸
問
題
は
男
女
共
通
の
点
も
多
い
が
、
介

護
経
験
の
乏
し
い
男
性
を
夫
と
し
、
あ
る
い
は
一
人
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暮
し
の
可
能
性
が
高
い
女
性
の
側
は
、
自
宅
に
お
い

て
適
切
な
介
護
を
受
け
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
中
間

施
設
の
必
要
性
の
第
三
の
理
由
は
、
こ
の
看
護
・
介

護
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
婦
人
問
題
と
し
て
の

老
人
問
題
解
決
の
一
つ
の
カ
ギ
で
あ
る
。

老
健
法
以
降
き
び
し
く
な
っ
た
と
は
い
う
も
の
の

現
在
も
な
お
、
受
け
皿
の
な
い
ま
ま
に
病
院
を
中
間

施
設
的
に
利
用
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
際
の

患
者
側
の
苦
痛
は
、
病
院
が
医
療
の
徹
底
と
い
う
性

格
上
、
管
理
か
厳
し
く
、
個
人
の
生
活
の
好
み
が
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
病
院
と
し
て
は
や
む
を

え
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
人
生
の
晩
年
の
一
時
期
に
ふ

さ
わ
し
く
、
人
間
の
尊
厳
と
個
性
を
認
め
ら
れ
た
、

暮
し
の
場
と
し
て
運
営
さ
れ
る
中
間
施
設
が
望
ま
れ

る
。
現
在
の
老
人
病
院
に
は
、
患
者
の
衣
類
を
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
が
、

人
生
の
晩
年
こ
そ
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
個
性
が

尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
家
事
を
含
む
自

立
の
リ
ハ
ビ
リ
の
場
と
し
て
も
、
生
活
の
場
で
あ
る

中
間
施
設
が
望
ま
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
中
間
施
設
が
、
居
住
地
内
に

設
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
の
必
要
条
件
の
一
つ
と

い
っ
て
よ
い
。
多
く
の
人
間
が
た
ど
る
人
生
の
一
過

程
の
受
け
皿
は
、
保
育
園
や
学
校
と
同
じ
感
覚
で
、

地
域
の
中
に
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
家
族
や
近

隣
の
人
々
と
の
ふ
れ
合
い
の
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
、

「
中
間
施
設
」
を
利
用
し
、
自
立
へ
の
方
向
性
を
強

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
高
齢
に
つ
き
も
の
の
慢
性
疾
患

を
持
ち
な
が
ら
、
一
人
暮
し
、
あ
る
い
は
家
族
と
と

も
に
在
宅
で
暮
ら
す
高
齢
者
（
障
害
を
も
つ
中
年
を

含
む
）
　
に
も
、
こ
の
よ
う
な
中
間
施
設
は
、
通
園
の

利
用
施
設
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
人
間
は
社

会
的
動
物
と
言
わ
れ
る
が
、
老
い
て
な
お
社
会
の
人

々
と
の
接
触
を
保
ち
、
症
状
や
条
件
に
応
じ
た
医
療

や
看
護
を
受
け
る
場
と
し
て
、
中
間
施
設
は
ひ
ろ
く

地
域
老
人
の
生
活
の
支
え
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。二

、
「
中
間
施
設
」
を
め
ぐ
る
動
き
に
対
す
る
私

た
ち
の
意
見

私
た
ち
「
中
間
施
設
を
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー

は
、
現
場
経
験
豊
か
な
医
師
、
看
護
婦
、
訪
問
看
護

婦
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
病
院
栄
養
士
な

ど
医
療
サ
イ
ド
に
働
く
人
々
、
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
、

福
祉
担
当
公
務
員
な
ど
福
祉
サ
イ
ド
で
働
く
人
々
、

福
祉
や
医
療
、
老
人
問
題
に
強
い
関
心
を
持
つ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
研
究
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
家
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な
ど
、
あ
え
て
言
え
ば
患
者
や
家
族
、
市
民
の
立
場

か
ら
発
言
す
る
人
々
、
の
三
つ
の
立
場
か
ら
構
成
さ

れ
、
約
半
年
に
わ
た
る
討
論
を
重
ね
、
中
間
施
設
の

今
後
の
必
要
性
、
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

期
を
同
じ
く
し
て
、
国
の
行
政
サ
イ
ド
、
審
議
会

等
で
中
間
施
設
の
必
要
性
、
国
の
介
護
責
任
が
打
ち

だ
さ
れ
た
こ
と
は
、
も
と
よ
り
頼
も
し
い
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
医
療
、
福
祉
の
両
サ
イ
ド

に
対
し
て
、
基
本
的
に
は
受
益
者
で
あ
る
と
同
時
に

こ
れ
か
ら
の
制
度
を
支
え
る
市
民
の
立
場
か
ら
、
以

下
の
こ
と
を
、
ぜ
ひ
望
み
た
い
の
で
あ
る
。

①
　
中
間
施
設
が
、
既
存
の
施
設
に
加
え
る
新
た

な
分
類
収
容
の
場
で
な
く
、
ま
た
医
療
、
福
祉
財
政

の
逼
迫
を
理
由
に
し
た
、
財
政
上
の
帳
尻
合
せ
の
場

と
し
て
で
な
く
、
ま
し
て
や
既
存
施
設
の
温
存
．
救

済
策
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
高
齢
者
の
立
場
に
立

っ
て
、
人
間
の
尊
厳
を
終
末
ま
で
保
持
し
、
自
立
へ

の
希
望
と
可
能
性
を
保
ち
支
え
る
、
生
活
の
場
と
し

て
の
中
間
施
設
で
あ
る
こ
と
。

②
　
こ
れ
ま
で
は
医
療
と
福
祉
の
縦
割
り
行
政
の

あ
お
り
を
受
け
て
、
福
祉
の
場
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
に
身
を
置
く
高
齢
者
は
、
多
く
の
場
合
疾
病
を

持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
医
療
を
ホ
ー
ム
内
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
安
な
状
態
に
置
か
れ

て
き
た
。
一
方
、
医
療
サ
イ
ド
（
病
院
）
に
身
を
置

く
者
は
、
病
院
の
持
つ
管
理
体
制
の
中
で
、
過
剰
な

医
療
を
受
け
た
り
、
一
定
の
回
復
期
に
あ
る
人
間
に

と
っ
て
は
苦
痛
な
、
過
度
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。
高

齢
期
の
人
間
の
多
く
に
と
っ
て
、
一
時
的
に
疾
病
が

回
復
し
た
と
し
て
も
、
複
数
の
病
気
を
抱
え
る
こ
と

は
避
け
難
い
事
実
で
あ
り
、
日
常
の
生
活
の
場
で
医

療
の
安
心
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

人
生
の
晩
年
の
生
命
が
、
医
療
と
安
全
の
名
の
も
と

に
管
理
さ
れ
た
生
命
と
な
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で

主
体
的
に
生
き
る
尊
厳
を
全
う
で
き
る
も
の
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
高
齢
者
の
長
い
人
生
の
結
実
を
支
え
る

見
地
か
ら
、
医
療
・
福
祉
双
方
の
場
か
ら
手
を
伸
ば

し
合
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
協
力
体
制
づ

く
り
が
望
ま
れ
る
。

③
　
現
状
の
高
齢
者
向
け
施
設
は
、
「
医
療
（
病

院
）
か
、
福
祉
施
設
（
ホ
ー
ム
）
か
」
「
在
宅
か
、

施
設
か
」
と
常
に
二
者
択
一
的
で
あ
っ
た
り
、
あ
る

症
状
（
状
況
）
　
に
の
み
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

高
齢
者
の
健
康
・
心
理
状
態
は
そ
の
よ
う
に
二
者
択

一
的
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
生
は

バ
ラ
バ
ラ
に
分
断
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
点
と
点
の

よ
う
な
現
在
の
高
齢
者
の
居
場
所
を
、
ひ
と
つ
づ
き

の
も
の
と
し
て
つ
な
ぐ
役
割
が
中
間
施
設
に
期
待
さ

れ
る
。
そ
れ
は
当
然
、
現
に
施
設
に
入
居
中
の
人
々

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
高
齢
者
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず

る
健
康
状
態
の
人
々
に
と
っ
て
、
広
く
開
放
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
福
祉
に
と
っ
て
も

医
療
に
と
っ
て
も
、
専
門
性
の
追
求
と
と
も
に
、
総

合
と
連
続
を
目
標
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
　
中
間
施
設
は
、
老
化
が
人
間
の
自
然
な
一
過

程
で
あ
る
限
り
、
特
別
な
人
に
だ
け
必
要
な
の
で
は

な
く
、
地
域
住
民
の
す
べ
て
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

地
域
に
居
住
す
る
高
齢
者
の
人
口
に
比
例
し
て
、
一

つ
の
中
学
校
区
な
い
し
小
学
校
区
に
一
つ
ぐ
ら
い
の

目
や
す
で
、
地
域
内
に
必
ず
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
「
学
区
」
「
校
下
」
と
い
う
考
え
か
た
が
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
人
口

比
例
に
よ
る
老
人
施
設
（
中
間
施
設
に
限
ら
な
い
）

の
地
域
配
分
を
考
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
地
域
社

会
に
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
の
「
学
区
域
」
が
あ
る

よ
う
に
、
人
一
生
の
終
末
を
地
域
で
支
え
る
「
老
区

域
」
な
い
し
「
保
老
区
」
を
考
え
、
地
域
行
政
と
地

域
自
治
の
核
に
据
え
直
す
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
。⑤

　
こ
う
し
た
施
設
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
各
専

門
家
の
み
な
ら
ず
、
地
域
在
住
の
高
齢
者
、
家
族
、

一
般
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
広
く
意
見
を
聞



く
機
会
と
、
設
計
、
運
営
は
関
与
す
る
機
会
と
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設

は
地
域
に
開
か
れ
た
も
の
と
な
る
。

三
、
私
た
ち
の
望
む
中
間
施
設

一
　
目
　
的

「
中
間
施
設
」
と
は
、
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
よ
る
施
設
ケ
ア
と
在
宅
ケ
ア
の
中
間
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
①
急
性
期
を
過
ぎ

て
、
集
中
的
な
治
療
を
必
要
と
し
な
い
患
者
に
対
し

て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
生
活
訓
練
、
情
報
提

供
な
ど
を
行
な
い
、
家
庭
へ
の
復
帰
を
容
易
に
す
る

こ
と
。
②
在
宅
の
患
者
が
可
能
な
限
り
家
庭
生
活
を

維
持
で
き
る
よ
う
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て

援
助
を
与
え
る
こ
と
。
③
施
設
ケ
ア
へ
の
移
行
を
容

易
に
す
る
た
め
に
、
身
体
的
、
精
神
的
機
能
の
チ
ェ
ッ

ク
、
生
活
訓
練
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
な
う
こ
と
ー

で
あ
る
。

私
た
ち
が
希
望
す
る
中
間
施
設
は
、
主
と
し
て
①

と
②
の
機
能
を
備
え
た
も
の
で
あ
り
、
心
身
に
障
害

の
あ
る
高
齢
者
（
中
年
を
含
む
）
が
、
可
能
な
が
ぎ

り
家
庭
で
、
地
域
内
で
生
活
を
維
持
で
き
る
こ
と
を

第
一
の
ね
ら
い
と
し
た
い
。

施
設
ケ
ア
か
ら
在
宅
ケ
ア
へ
の
か
け
橋
と
し
て
の
、

あ
る
い
は
在
宅
ケ
ア
維
持
強
化
の
た
め
の
中
間
施
設
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は
、
長
期
的
な
「
収
容
」
施
設
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
短
期
的
、
一
時
的
な
通
過
施
設
で
あ
り
、
地
域

住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
短
期
的
な
入
所
を
可
能
に

す
る
よ
う
な
、
後
方
施
設
（
病
院
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
に
併
設
さ
れ
る
中
間
施
設
が
、
住
民
一
〇

万
人
あ
た
り
一
施
設
程
度
を
目
安
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
在
宅
患
者
が
通
所
に
よ
っ

て
請
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
居
間
お
よ
び
公
共
の

施
設
、
リ
ハ
ビ
リ
用
の
温
水
ブ
ー
ル
や
風
呂
等
を
備

え
た
施
設
を
新
規
開
設
す
る
一
方
、
既
存
施
設
の
活

用
も
望
ま
れ
る
。
既
存
施
設
と
し
て
は
、
保
健
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
利

用
度
の
低
く
な
っ
た
施
設
（
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学

校
等
）
　
の
活
用
が
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
一
校

区
（
な
る
べ
く
小
学
校
区
）
に
一
か
所
は
、
こ
う
し

た
施
設
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
望
ま
れ
る
。

二
　
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

心
身
に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
（
中
年
を
含
む
）
　
の

身
体
機
能
と
精
神
機
能
の
維
持
改
善
と
仲
間
づ
く
り
、

お
よ
び
家
族
を
支
え
る
た
め
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

内
容
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
。

（
ｲ
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
‥
温
水
ブ
ー
ル
、
風

呂
の
利
用
を
含
む
理
学
療
法
お
よ
び
作
業
療
法
、
言

語
療
法
等

（
ﾛ
）
生
活
指
導
、
健
康
相
談
等

（
ﾊ
）
家
族
へ
の
介
護
指
導
と
援
助

（
ﾆ
）
入
浴

（
ﾎ
）
給
食

（
ﾍ
）
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味
等

（
ﾄ
）
各
種
相
談
（
医
療
面
を
含
む
）

（
ﾁ
）
痴
呆
症
状
を
も
つ
人
の
安
全
確
保

（
ﾘ
）
利
用
者
の
送
迎
の
確
保

サ
ー
ビ
ス
の
形
態
と
し
て
は
、
①
デ
イ
・
ケ
ア
ま

た
は
デ
イ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
昼
間
の
み
の
通
所
サ
ー

ビ
ス
）
②
ナ
イ
ト
・
ケ
ア
（
夜
間
の
み
の
通
所
サ
ー

ビ
ス
）
③
シ
ョ
ー
ト
・
ス
テ
イ
（
一
週
間
な
い
し
一

〇
日
間
程
度
の
施
設
入
所
）
④
セ
ミ
・
ロ
ン
グ
・
ス

テ
イ
（
一
か
月
な
い
し
数
か
月
の
施
設
入
所
）
⑤
中

間
施
設
を
拠
点
と
し
た
入
浴
、
給
食
、
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
サ
ー
ビ
ス
、
各

種
相
談
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

三
　
運
営
上
の
諸
問
題

①
　
経
　
　
費

心
身
の
機
能
維
持
回
復
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
健
康
保
険
に
よ
っ
て
カ

バ
ー
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
　
し
か
し
医
療
行
為
を

越
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
行
政
か
ら
の
援
助
が
必

要
で
あ
る
が
、
利
用
者
側
が
そ
の
支
払
い
能
力
に
応

じ
て
一
定
程
度
の
費
用
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
は
、
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避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
費
用
負
担
は
、
単
に
福
祉

財
政
の
し
わ
よ
せ
で
な
く
、
利
用
者
と
し
て
の
権
利

意
識
を
高
め
、
中
間
施
設
に
主
体
的
に
か
か
わ
る
契

機
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
現
在
固
か
ら
の
中
間

施
設
的
事
業
へ
の
補
助
金
は
あ
わ
せ
て
僅
か
数
億
円

台
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
補
助
金
の
緊
急
な
増
額
は
、

無
駄
な
収
容
的
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
が
り
決
し
て

財
政
を
圧
迫
す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
治
体
の
予
算

化
も
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
　
マ
ン
パ
ワ
ー

中
間
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

医
師
、
看
護
婦
、
保
健
婦
、
P
T
、
O
T
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
、
事
務
職
員
、
送
迎
の
た
め
の
運
転
手
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
数
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要
と

す
る
。
こ
う
し
た
人
材
を
い
か
に
確
保
し
、
教
育
訓

練
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

資
格
を
持
ち
な
が
ら
こ
れ
を
有
効
に
活
用
し
て
い
な

い
人
の
発
掘
や
、
人
材
の
養
成
、
再
訓
練
が
積
極
的

に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
年
後
の
男
性

の
力
も
大
い
に
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
必
要

な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
す
べ
て
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
で
充
足

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
フ

レ
ッ
ク
ス
・
タ
イ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、

柔
軟
な
就
業
形
態
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
短
時
間
就
業
者
に
対
し
て
は
、
身
分
保
障
お
よ

び
一
定
の
賃
金
保
障
を
行
な
い
、
安
価
な
使
い
捨
て

労
働
力
に
し
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

③
　
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
送
迎
）

中
間
施
設
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
送

迎
手
段
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
施
設
が

自
前
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
に
し
て
も
そ
の
能
力
に

は
限
界
が
あ
る
の
で
、
国
・
自
治
体
の
援
助
は
も
ち

ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
る
い
は
利
用
者
相
互
の
助

け
合
い
に
よ
っ
て
、
送
迎
を
確
実
な
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

④
　
住
民
参
加
、
住
民
管
理
の
原
則

中
間
施
設
は
、
地
域
住
民
が
い
つ
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
設
立
や
運
営
計
画
の
立
案
お
よ
び
実
際
の
運
営

に
あ
た
っ
て
、
常
に
住
民
の
意
志
が
反
映
さ
れ
、
行

政
や
一
部
の
専
門
家
の
意
見
の
み
が
先
行
し
な
い
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
設
立
委
員
会

や
運
営
委
員
会
に
必
ず
住
民
代
表
（
利
用
者
、
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
）
を
加
え
る
こ
と
を
原
則
と
し
、

住
民
の
、
住
民
に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
中
間
施
設

と
し
て
つ
く
ら
れ
、
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
間
施
設
を
考
え
る
金
）
（
◎
印
は
発
起
人
、

〇
印
は
執
筆
担
当
）

◎
田
中
寿
美
子
（
前
参
議
院
議
員
）

伊
藤
香
代
子
（
病
院
栄
養
士
）

沖
藤
典
子
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

日
下
部
絶
代
子
（
社
会
福
祉
研
究
家
）

小
島
ユ
キ
エ
（
看
護
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

小
林
富
美
栄
（
看
護
問
題
専
門
家
）

島
田
と
み
子
（
東
海
大
学
教
授
）

島
田
広
子
（
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
理
事
長
）

白
川
す
み
子
（
（
財
）
新
し
い
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
会
設

立
準
備
会
事
務
局
責
任
者
）

須
藤
壮
一
郎
（
整
形
外
科
医
）

〇
袖
井
孝
子
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
助
教
授
）

筒
井
美
三
子
（
日
本
福
祉
機
器
研
究
所
）

〇
中
村
雪
江
（
東
京
都
医
療
社
会
事
業
協
会
会
長
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

新
津
ふ
み
子
（
訪
問
看
護
婦
）

橋
本
正
明
（
至
誠
老
人
ホ
ー
ム
長
）

〇
樋
口
恵
子
（
評
論
家
・
事
務
局
）

山
下
守
昭
（
整
形
外
科
医
）

（
助
言
を
い
た
だ
い
た
方
々
）

小
笠
原
通
夫
（
河
北
総
合
病
院
院
長
）

桑
名
忠
夫
（
信
愛
病
院
院
長
）

前
田
信
雄
（
国
立
公
衆
衛
生
院
社
会
保
障
室
長
）

三
浦
文
夫
（
日
本
社
会
事
業
大
学
教
授
）

山
根
至
二
　
（
東
京
厚
生
年
金
病
院
内
科
部
長
）

井
本
勝
也
（
東
京
都
品
川
区
老
人
福
祉
課
長
）


